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豊かな学びを創造し

地域とともに伸びる
鹿嶋市立高松小学校 Tel:0299-82-4620

高松っ子の育成

～Let,s make together～
鹿嶋市立高松中学校 Tel:0299-82-1545

夢に向かい、未来を創る、高松っ子! 〒314-0028 鹿嶋市木滝274

【前期後半スタート】
長かった酷暑にも耐え、虫の声が高松の夜に響くようになってきました。ほっと一息です。ま

た、校舎には、子どもたちの元気な声も戻ってきました。この夏休み児童生徒達は様々なところで
活躍していました。以下の紹介となります。ぜひ地域の皆様方からも称賛していただきコミュニケ
ーションの機会としていただけると幸いです。次に教職員も小中一貫校としての成果を挙げるべく
研修を行いました。一部研修会名ですがご紹介します。「鹿嶋市施設分離型小中一貫教育推進委員
会8/6」・「地域学校協働活動研修会8/20」・「学校運営協議会〈避難所運営ゲーム〉8/21」・「校内一
貫校充実研修8/20」等、地域関係者や外部講師を招いての研修会を行いました。今後一層の充実し
た取組となるよう学びを生かしていきたいと思います。本校では、毎週水曜日を「English Day」
（イングリッシュ デー）としています。できる範囲で英語を使い日常化となるよう試みています。
朝、挨拶する時も「ハロー」「ハワユー」と声をかけあっています。児童生徒からも「Hello」や
「Have a Good day」等と返してくれます。英会話と違った視点での成果がありました。それは、
「笑顔」smileです。思春期を迎えた小学生から中学生など、無表情での挨拶を交わすことも少な
くありません。しかし、この水曜日は、ほぼ全児童生徒が「ニコッと」笑顔を添えてれて、気持ち
のよい挨拶の瞬間を共有することができます。不思議ですが事実です。高松地区が毎週水曜日Engl
ish Dayになればいいなと思いました。引き続き今月も学校教育活動へのご理解とご支援をお願い
いたします。追伸、新学期を迎えるに当たり、校舎内外の安全点検を行いました。今回は、茨城警
察OBのスクールサポーターに帯同してもらい校舎内の不審物点検をしました。未然防止の一番は「整
理整頓」等の指導をいただきました。今後も不定期に来てもらい、安全安心な環境づくりに努めて
いきたいと思います。 高松小中学校長 木嶋 剛

【第２回学校運営協議会】 【高松地区合同体育祭 飛翔祭を終えて】
８月２１日（水）に第２

回学校運営協議会が行われ
ました。運営委員の方と小
中職員が、第１回学校評価
をもとに質疑応答をしたり、
講師を招き避難所運営ゲーム
をしたりしました。一緒に活
動し、考えることで親睦が深
まりました。 小学校教頭

【職業体験学習を終えて】
今回の職場体験では様々な学

びを得ることができ、貴重な体
験になりました。学んだことを
これからの生活に生かしていき 素晴らしい秋晴れの中、10回目の飛翔祭を地域
たいです。 中学２年生徒 の方々と一緒に開催できて、とてもうれしかった

です。各団チーム一丸となり、笑顔のバトンを繋
品出しや包装作業が大変でし ぐことができました。 体育祭実行委員長

たが、店長や担当の人が優しく
丁寧に仕事を教えてくださり、 中学校生活最後の体育祭は、今まで以上に白熱
充実した体験をすることができ して楽しかったです。自分の団だけでなく、生徒
ました。ありがとうございまし 全員で体育祭を盛り上げることができたと思いま
た。 中学２年生徒 す。 青龍団団長

【鹿嶋市少年主張作文発表大会】 体育祭では、団長として団を引っ張っていくこ
９月３日（水）に鹿嶋市少年の主張作文発表 とができてよかったです。体育祭を通して、みん

大会が鹿野中学校で行われまし なで協力して取り組むよさを学びました。みんな
た。本校からは２名の生徒が参 と素晴らしい思い出を作ることができてよかった
加しました。それぞれ「ゼロか です。 朱雀団団長
ら物事をつくるのは人間しかで
きない」「人に与えることは自 副団長と協力しながら団をまとめ、全員で団結
分に返ってくる」等自分の主張 して優勝することができました。三年間の中で一
を堂々と発表しました。 番思い出に残る体育祭にすることができました。

中学校教頭 白虎団団長
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